
 

月短オリジナル日本酒「つきたん」完成のご案内 

大月里山プロジェクト（大月短大・佐藤ゼミ内） 

 

 私たちは、笹一酒造株式会社と大月酒米づくり協議会、および山梨県富士・東部農務事務所と連携し、

「月短生オリジナルの日本酒」の開発と販売の企画を進めてきました。そしてようやく、４種類のラベ

ルデザインの日本酒がここに完成しましたので、ここにお知らせいたします。 

 

 

■商品概要 

○商品名：「つきたん」 ※学生が大月短大の俗称・呼称・略称として使われる「つきたん」をその

まま商品名としました。 

 ○コンセプト：「私たちの日本酒デビュー」「二十歳・卒業の記念」として月短関係者限定のプラ

イベートブランドで開発。 

 ○日本酒：純米生原酒。使用している原料米はすべて地元大月産。 

 ○価格（税込）：1,600円（山田錦）、1,500円（夢山水） 

 ○販売期間： 2015年２月６日～３月３１日 ※生原酒であるため期間限定としました 

 ○販売予定数量：限定３００本 

 

■「つきたん」・４つのラベル 

 【ラベルＡ】家族への感謝プレゼント用（山田錦・純米生原酒・720㎖） 

   ○想定ターゲット：２年生学生。またはその家族・親戚。 

○用途：「感謝の気持ちを込めて、ご両親・兄姉等にオリジナル日本酒 

をプレゼントしたい」「ご家族といっしょに祝杯したい」 

 

 【ラベルＢ】学生同士の祝杯用（夢山水・純米生原酒・720㎖） 

   ○想定ターゲット：２年生学生。または友人。月短卒業生。 

○用途：「友人・家族と一緒に日本酒を飲んで、大月での出来事を語りたい」 

「謎の学生、如月斗夢くんと出会いたい？」 

 

 【ラベルC】関係者等の短大アピール用（夢山水・純米生原酒・720㎖） 

   ○想定ターゲット：教員・職員等短大関係者。月短卒業生。 

   ○用途：教職員が「月短生が初めて挑戦した商品企画のお酒をアピール」 

「学生が大月で学んだ成長の証を実感」 

 

 【ラベルＤ】地域連携の応援用（夢山水・純米生原酒・720㎖） 

   ○想定ターゲット：大月市在住者。大月市ゆかりの方・事業者。 

   ○用途：地元の人が「学生の地域活動の成果を確かめたい、地域を応援したい」 

「地元産の酒米で作ったお酒を堪能したい」 

 

 

 



 

■日本酒のご紹介 

今回ご提供する日本酒は、大月産 100％と言ってよい「純米生原酒」。原料とな

るお米は、大月市初狩地区の生産者の方が、10 年近く試行と研究を重ねて栽培し

た酒好適種米の「夢山水」と、今年度から栽培を始めた酒米の王様「山田錦」を使

用しています。 

もちろん、お酒造りは「笹一酒造の職人杜氏」によるもので、精白歩合 60％の

「純米酒」です。そして、絞ったままの原酒をそのまま瓶詰めした、いわゆる「生

原酒」であり、フレッシュな香りとフルーティーな酸味、そしてほのかな甘みを感じる濃厚な「辛口」

に仕上がっています。こうした複雑で繊細な酒本来の味を楽しんでください。 

 

■「つきたん」完成までの学生活動の経緯 

○2014年 4月に、大月市の声掛けのもと、笹一酒造・初狩生産者・大月短大等

による産官学連携の企画が持ち上がる。 

○5月に、短大・経営学ゼミ（佐藤ゼミ）にて「里山プロジェクト」を発足し活

動をスタート。6 月に大月酒米づくり協議会（天野俊一様）の指導のもと、

酒米の田植えを、10月には稲刈りを体験する。 

○笹一酒造にて 11月に日本酒販売体験、12月に酒造りを実施。 

○それと並行して日本酒企画のためのアンケート調査を学生に対して実施。「日

本酒はおじさんのイメージ」など古臭い印象の多さに驚く。これに奮起して、

若いポップなイメージの「短大オリジナル日本酒」を製造することを決定。

コンセプトは「私たちの成人・卒業を自ら祝う日本酒」。 

○短大美術サークルにラベルデザイン画作成依頼。約 10 回のマーケティング

企画会議を実施し、ターゲット別に４種類のラベルデザインを考案。 

○そして、2015年 2月に短大初オリジナル日本酒「つきたん」が完成。 

 

 

 

■地域連携の主な関係者 

○笹一酒造株式会社（酒造り・販売支援）     ○大月酒米づくり協議会（酒米提供・農業指導） 

○山梨県 富士・東部農務事務所（全体コーディネート） 

○大月短期大学・佐藤ゼミ（商品企画、販売企画） ○大月短期大学・美術サークル 

 

■販売方法 

関係者のみの販売を予定していますが、一部の商品を笹一酒造内店舗で扱っています。詳しくは、下

記までお問い合わせください。 

○ 笹一酒造株式会社 担当：鈴木昌弘  ＴＥＬ：0554-25-2111 

 

 

■本記事に関する問い合わせ 

 ○ 大月短期大学 経営学教員 佐藤茂幸 ＴＥＬ：090-3130－5596  sato@ohtsuki.ac.jp 


